


　いよいよ第５回日本伝道会議の開催が現実

となりました。多くの参加者と背後にあって

祈り捧げて下さる皆様方と共に、心からの感

謝を主にお捧げいたします。

　2000 年に行われた沖縄大会の主題は「21

世紀の日本を担う教会の伝道－和解の福音を

ともに生きる－」でした。私たちは沖縄大会

から「和解の福音の具現化」という大きな課

題を引き継いでいます。あれからすでに９年

が経過しました。

　「和解」とは、互いに理解し合い、協力し

合うことによって具現化され、「福音宣教」

という共通の使命を担うことを意味していま

す。こうした認識のもとに、このたびの会議

の主題は「危機の時代に生きる宣教協力－

もっと広く、もっと深く－」となりました。

すべての事業の成功には、「天の時、地の利、

人の和」が必要です。このたびの会議には、

開国・宣教 150 周年という天の時が、開拓

地・北海道という地の利がすでに備わってい

ます。あとは「人の和」です。どうか、この

会議の期間中に、教派・教会・団体を越えて

多くの人々と交わり、互いに理解し合い、そ

してお互いが「キリストにあって一つ」であ

ることの確証を得られることを期待していま

す。

　日本のリバイバルの「手ほどの雲」を、こ

こ北海道、この会議において見たいものです。
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会長：中島秀一

第５回日本伝道会議

実行委員長：原田憲夫

ついにこの日を迎えました！

私は今回の「伝道会議」を、主が語られた「もっ

と多く実を結ぶために刈り込みをなさいま

す。」（ヨハネ 15：1-2）という「手入れ作業」

に重ねながら大いに期待しています。と言い

ますのは、開国から「宣教１５０年」、宣教

者たちが移植し先達が育てた「キリストの

木」（キリスト教会・団体・キリスト者）は今、

世代交代や戦後を経て生活様式の著しい変化

の中で的確な「手入れ」を必要とする時期に

来ていると思うからです。

　剪定は、新しい光や、新鮮な風や、潤いの

ある水をもたらします。そして下草刈り、施

肥、害虫駆除、傷んだ古木には支棒をつけ、

二本のうちの一本を活かすために接木を試み

る等々の「手入れ」をした木々は、やがて元

気で活力に溢れ、「多くの実を結ぶ」木々と

なることでしょう。しかし的確な「手入れ作

業」にはあなたの「力」と「知恵」が不可欠

です。「この国の宣教協力の拡大と深化」の

ために、さらに「新しい日本と教会を拓く」

ために、北の大地で心を燃やして語り合い、

ともに祈りましょう！

　福音の不毛の地とさえ言われるこの国が、

聖霊に励まされてキリストのいのちあふれる

美しい「神の森」（イザヤ 55:12-13）となる

ことを夢見ながら！

ご参加を心から歓迎いたします！
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Ⅰ .会議の概要

　日本伝道会議とは：私たちは、この時代、この国・この地に、キリスト者とされている特権と責任を

深く覚え、主の期待しておられる伝道・証詞の使命に応えるべく、共通の基盤に立つ教会と団体に関わ

る者たちが、教団・教派的な相違を超え、互いに祈り、交わり、学び、ともに主に聴く集いであります。

共通の基盤とは、「聖書が、唯一の神の真正なことばで、私たちの生活の全き基準である」という福音的

信仰と、「その立場に立つ教会を、互いに尊敬をもって認め合う」ことであります。

Ⅱ .第 5 回日本伝道会議開催の経緯とこれまでの主な内容

すでに過去 4 回にわたってこの日本伝道会議を開催してきました。

　① 第 1 回 1974 年 ( 京都 )　テーマ：キリストにある一致と交わり・相互理解の強化

　② 第 2 回 1982 年 ( 京都 )　テーマ：教会による宣教の確認と強調。1987 年 JEA 再編成

　③ 第 3 回 1991 年 ( 塩原 )　テーマ：宣教の視点を、日本からアジア、そして世界に

　④ 第 4 回 2000 年 ( 沖縄 )　テーマ：そして 21 世紀へ和解の福音をともに生きる

Ⅲ .会議の前提

　主イエス・キリストは宣教の始めに、「時は満ち、神の国は近くなった。悔い改めて福音を信じなさい」

（マルコ 1:15）と人々を神の国へ招かれた。この招きは、現代の人々に対し、主の教会を通して広く深く

なされることが求められている。そのためには、主の教会が神のみことばの真理に堅く立ち、聖霊によっ 

て一致協力する必要がある。この会議は、そのような福音信仰に立つ日本の教会が核となって企画運営し、

会議のテーマ・会議の理念に賛同する者たちが参画して開催される。

Ⅳ .会議のテーマと基本理念

＜テーマ＞

危機の時代における宣教協力 −もっと広く、もっと深く− 

〜宣教 150 年を迎える新しい日本と教会を拓くために〜

＜基本理念＞

　前回の会議 (2000 年 6 月 ) は、「和解の福音」をテーマに、教会が和解の使者であることを明らかにした。

しかし、その後、日本および世界の情勢は変動し、日本宣教は決して楽観できる状況にない。むしろエレ

ミヤが預言したような ｢危機の時代 ｣( エレミヤ 14:19) に直面している。そのために、今回の会議は次世

代を担う人々 ･青年の力を集め、先達から伝道の熱心と経験を学び、この時代を洞察する。

　また、日本におけるプロテスタント宣教は、2009 年に 150 周年を迎える。その節目の年に、福音信仰

に立つ日本の教会が「札幌バンド」縁の地に集まり、日本における伝道の過去を顧み、現在を分析し、将

来を展望する。また現代人の魂の渇きを満たし、現代社会の問題を根本的に解決し変革するのは、キリス

トの福音であることを確信し、いかに生きるべきかを指し示す。

　今回の会議は、これまでの 4回の伝道会議の成果を継承しつつ、さらにプロテスタント宣教 150 年の歩

みを通観し、新しい時代を拓くために、すでになされている教会協力・宣教協力をさらに広く、さらに深

く進める。

基本理念およびテーマ
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聖書講解　22・23・24 日　午前 9:00 〜 10:00

◆ナレンドラ・ジョン

インド・ハイデラバード出身。教育学の分野で博士号を取り、インド

の諸神学校の校長を歴任。また ATA（アジア神学校認定組織）の代表と

してしばしば来日、神学校の向上のために尽力。現在はインド・フリー

メソジスト教会の監督。

特別講師紹介

聖  会　22日  午後 5:00 〜 7:00

◆村上宣道

サンノゼ聖書大学、ゴールデンゲート神学校に学ぶ。帰国後四国で開

拓伝道、東京で在米日系人教会で牧会。現在日本ホーリネス教団坂戸

教会協力牧師。ラジオ「世の光」、テレビ「ライフ・ライン」メッセン

ジャー。太平洋放送協会理事長。

宣教大会　 23 日  午後 5:00 〜 7:00

◆米内宏明

銀行勤務を経て、東京基督神学校へ。卒業後、奈良で開拓伝道、埼玉

で青年担当牧師を経て、キャンプ宣教等を米国で学ぶ。現在日本バプ

テスト教会連合国分寺バプテスト教会牧師。JCFN 理事。スポーツ伝道、

青少年伝道の分野でも活躍。

青 年 大 会

◆講師　安藤理恵子

高校２年時に受洗。1990 年よりキ

リスト者学生会 (KGK) 主事として

関東、九州、沖縄地区を担当。07

〜 09 年に総主事、現在は関東地

区主事として奉仕。

◆賛美　内藤容子

高校２年時に受洗。音楽宣教師と

して福音を伝えることに導かれ、

現在「びぶりか企画」に所属。　

２枚のアルバムをリリースし、全

国で活動中。

23 日  午後 2:00 〜 4:30
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■第五回日本伝道会議のロゴ

　五つの枕木は、日本の五つの島（北海道、本州、四国、九州、沖縄）を表し、

そこに重なるのは、様々に思考する多様な人々を表現しています。　

　宣教 150 年を迎えようとしている日本の教会は、これらの人々にどのように

福音を伝えていくのか。どのような教会協力ができるのか。様々な意味で危機

の時代を迎えている今日、終末に向かって進む教会に、レールを支える枕木と

なるような会議にしたいとの思いが込められています。

プロジェクト リーダー 開催場所

P １ 宣言文起草 岡山英雄 未開催

P２ プロテスタント宣教 150 年 山口陽一 未開催

P３ 日本文化と宣教 西岡義行 メイン会場 会議室 204

P ４ 地方伝道 藤原導夫 メイン会場 会議室 107

P ５ 地域的宣教協力 三川献児 メイン会場 会議室 105

P ６ 教会・教団間協力 畑野順一 第二会場 セミナールーム 1

P ７ 信徒活動 玉井邦美 メイン会場 中ホール B

P ８ ディアスポラ宣教協力 永井敏夫 メイン会場 会議室 101

P ９ 環境 住田 裕 メイン会場 会議室 104

P10 社会・平和 荒川雅夫 メイン会場 会議室 102

P11 共生 阿部信夫 メイン会場 会議室 207

P12 こども 錦織 寛 メイン会場 中ホール A

P13 ファミリーミニストリー 八木橋みどり メイン会場 会議室 108

P14 宣教における女性の働き 丸山園子 メイン会場 会議室 206

P15 青年 三橋与志哉 第二会場 セミナールーム A

プロジェクト会場
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分科会 司会者 発題者 開催場所

2201 すぐに役立つ話し方 関根弘興 鈴木和子 メイン会場 会議室 107

2202 ディアスポラ宣教協力 永井敏夫 青木 勝 メイン会場 会議室 102

2203 小さなエコ 奥村いずみ
吉永 真、水草修治

ウ・ゼデ
第二会場 セミナールーム 3

2204 心病む人へのアプローチ 佐竹十喜雄
平山正実、佐竹十喜雄、

笹岡 靖
メイン会場 会議室 204

2205 高齢者介護と家族 坂本正路 佐々木炎 メイン会場 会議室 206

2206 ホームスクール・チャーチスクール 矢吹 博
戸塚雅昭、稲葉寛夫、

水口 洋
第二会場 会議室 207

2207 世界の子どもたち 高木克巳 高木克巳、目黒由美子 第二会場 セミナールーム C

2208 エイズ、同性愛、性同一障害 藤田桂子 藤田桂子 第二会場 セミナールーム 9

2209 賛美の過去・現在・未来 蔦田直毅
井上 義、植木紀夫、

中山信児
メイン会場 小ホール

2210 セクハラ問題への取り組み 勝間田充夫 内藤達朗 メイン会場 会議室 202

2211 いのちありがとう 赤江弘之
堀越暢治、国吉 守、

横山幹雄
メイン会場 会議室 101

2212 三浦綾子と日本伝道 長谷川与志充
森下辰衛、

長谷川与志充
第二会場 セミナールーム B

2213 絵本の読み聞かせ 正田眞次 正田眞次 メイン会場 会議室 104

2214 日本人の心に届く宣教の提言 西岡義行 清野勝男子 メイン会場 中ホール B

2215 生き生き聖研 高橋陽子 増井リツ メイン会場 会議室 108

2216 異端・カルト宗教 小岩裕一 中澤啓介 メイン会場 会議室 103

2217 心の時代と牧会 入月英明 藤掛 明 メイン会場 中ホール A

2218 日本宣教の突破口 赤松 清 尾山謙仁 メイン会場 会議室 106

2219 札幌バンド軌跡ツアー 八尋 勝 — メイン会場 正面玄関

2220 世界宣教再考 横山基生
佐藤浩之、福田 崇、

木下理恵子、佐味湖幸
メイン会場 会議室 201

2221 21 世紀の日本の伝道 デイル・リトル 第二会場 セミナールーム 1

会場案内

分科会 司会者 発題者 開催場所

2231 アイヌ宣教 八尋 勝
山丸郁夫、二宮一朗、

シン・オラム
第二会場 セミナールーム B

2232 日韓教会の宣教協力 趙 南洙
石川弘司、内藤達郎、

姜 勝三、姜 大興
メイン会場 会議室 105

2233 世界に希望を 岩上敬人 ジョアン・ライアン 第二会場 セミナールーム 2

◆シンポジウム 　午後２：３０〜４：３０

◆分 科 会 　午後２：３０〜４：３０

２２日（火）
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分科会 司会者 発題者 開催場所

2301 教会と福祉 井上貴詞 稲垣久和、井上貴詞 メイン会場 会議室 207

2302 子どもの心の傷と牧会 齋藤善樹 水谷潔、平本 譲 メイン会場 中ホール B

2303 今こそ子どもたちと共に 本澤敬子 内越言平、西村希望 メイン会場 会議室 108

2304 神の国の実現のために 陣内 俊 神田英輔 メイン会場 会議室 104

2305 平和の種をまこう！ 柴田智悦 上中 栄、星出卓也 メイン会場 会議室 102

2306 神のご計画とイスラエル 木下千尋 スティーブンス栄子 第二会場 セミナールーム A

2307 心に届く説教 郷家一二三 高橋 誠 メイン会場 会議室 204

2308 聖書的性教育 コール・テモテ メイン会場 会議室 101

2309 聖書と自然科学 黒木 中 安藤和子 メイン会場 会議室 107

2310 ビジネスパーソン宣教 青木 勝
三谷康人、市村和夫、

青木 勝
メイン会場 会議室 201

2311 信徒として教会に仕える 玉井邦美 第二会場 セミナールーム 1

◆分 科 会　午後２：３０〜４：３０

分科会 司会者 発題者 開催場所

2331 青年大会 （未定） 説教：安藤理恵子 メイン会場 大ホール

2332 ２１世紀の神学校の課題 金井由嗣 ナレンドラ・ジョン メイン会場 会議室 206

2333 プロテスタント宣教 150 年 山口陽一
村瀬俊夫、中村敏、

上中栄、山口陽一 他
メイン会場 中ホール A

2334 三浦綾子と共に歩んだ 三浦光世 メイン会場 特別会議場

2335 メディアと教会 関根弘興
キム・キョンフン、

吉崎恵子、関根弘興
メイン会場 会議室 202

2336 教会における女性の役割 竿代皓子 ジョアン・ライアン メイン会場 小ホール

◆シンポジウム　午後２：３０〜４：３０

会場案内 ２３日（水）
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昼食交わり会 会場

地域 会場

北海道 メイン会場 中ホール A

青森・岩手 第二会場 セミナールーム C

秋田・山形 第二会場 セミナールーム 3

宮城・福島 メイン会場 会議室 102

茨城 第二会場 セミナールーム B

栃木 第二会場 セミナールーム 5

群馬 第二会場 セミナールーム 4

埼玉 メイン会場 会議室 206

東京 メイン会場 会議室 204

千葉 メイン会場 会議室 207

神奈川 メイン会場 会議室 107

新潟・富山 メイン会場 会議室 202

石川・福井 第二会場 セミナールーム 6

長野・岐阜 メイン会場 会議室 104

山梨・静岡 メイン会場 会議室 101

愛知・三重 サブ会場 中ホール B

京都・滋賀 メイン会場 会議室 201

奈良・和歌山 第二会場 セミナールーム 2

大阪 メイン会場 会議室 108

兵庫 第二会場 セミナールーム A

鳥取・島根 第二会場 会議室（産業振興棟 1F)

岡山 第二会場 セミナールーム 7

広島・山口 メイン会場 会議室 105

香川・愛媛 第二会場 セミナールーム 9

徳島・高知 第二会場 セミナールーム 8

福岡 第二会場 セミナールーム 1

長崎・佐賀 メイン会場 会議室 205

大分・熊本 メイン会場 会議室 103

宮崎・鹿児島 メイン会場 会議室 106

沖縄 メイン会場 会議室 203

他 メイン会場 特別会議場

年齢 会場

 ～ 19 歳 メイン会場 会議室 103

20 ～ 23 歳 第二会場 セミナールーム B

24 ～ 26 歳 第二会場 セミナールーム C

27 ～ 29 歳 メイン会場 会議室 201

30 ～ 32 歳 メイン会場 会議室 202

33 ～ 35 歳 メイン会場 会議室 104

36 ～ 38 歳 第二会場 セミナールーム 1

39 ～ 41 歳 第二会場 セミナールーム A

42 ～ 45 歳 メイン会場 会議室 107

46 ～ 49 歳 メイン会場 会議室 108

50 ～ 54 歳 メイン会場 中ホール A

55 ～ 59 歳 メイン会場 中ホール B

60 ～ 64 歳 メイン会場 会議室 204

65 ～ 67 歳 メイン会場 会議室 206

68 ～ 70 歳 メイン会場 会議室 207

71 ～ 73 歳 メイン会場 会議室 101

74 ～ 76 歳 メイン会場 会議室 102

77 ～ 79 歳 メイン会場 会議室 105

 80 歳～ メイン会場 会議室 106

 他 第二会場 セミナールーム 2〜 8

※ 22 日と 23 日の昼食弁当の配布場所は、交わり

の会場によって異なります。指定された場所で

お弁当を受け取られますようご協力をお願いい

たします。

  �メイン会場の方 → コンベンションセンター

                      のエントランスホール

  �第二会場の方　 → 産業振興センター

                      ２Ｆラウンジ

2 日目と３日目の昼食は、交わり会を計画しています。

以下の表に沿って積極的に交わりにご参加ください。
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オープニングセレモニ−　　２１日（月）　開場：午後 4時

司会：中台孝雄	 賛美リード：長澤崇史　グローイングアップ

			   奏楽：

○第一部　歓迎の時　

よさこいソーラン	 北海道有志		

開会祈祷		  司会者

北海道の歴史	 映像による紹介

賛美バラード	 北海道合同聖歌隊		

プレイズタイム		

○第二部　主題講演　　	

開会挨拶・祈祷	 実行委員長　原田憲夫

講 演 Ⅰ		  山口陽一　「日本開国とプロテスタント宣教 150 年」

講 演 Ⅱ		  竿代照夫　「危機の時代における宣教協力」

会衆賛美		  聖歌１７９番		

報　　告		  運営事務局	

終　　了 	

講演Ⅰ

◆山口陽一

東京基督神学校校長

教会：日本同盟基督教団　市川福音キリスト教会牧師

主な学歴：金沢大学、東京基督神学校卒、立教大学大学院

専門分野：日本キリスト教史、教会史

講演Ⅱ

◆竿代照夫

アフリカ・ケニヤにて、長年宣教師として奉仕。帰国後は、日本福音

同盟や聖化交友会などの諸団体で要職を担う。日本伝道会議では企画

推進プログラム局長として計画立案に携わる。現在、インマヌエル総

合伝道団代表。インマヌエル総合伝道団　中目黒教会牧師

８



　聖書講解（Ⅰ）　22 日 ( 火 )

　○司会　山本和明　　奏楽：○○

会衆賛美	　○○番

祈　　祷	　司会者	

聖書朗読	　聖書箇所？

講師紹介	　司会者		

講　　演	　題？　ナレンドラ・ジョン　（通訳：鎌野善三）

祈　　祷	　

報　　告	　運営事務局		

　聖書講解（Ⅱ）　23 日（水）	

　○司会　小平照夫　奏楽：○○

会衆賛美	　○○番

祈　　祷	　司会者	

聖書朗読	　聖書箇所？

講　　演	　題？　ナレンドラ・ジョン　（通訳：鎌野善三）

祈　　祷	　

報　　告	　運営事務局		

　聖書講解（Ⅲ）　24 日（木）	

　○司会　細井 眞　　奏楽：○○

会衆賛美	　○○番

祈　　祷	　司会者	

聖書朗読	　聖書箇所？

講　　演	　題？　ナレンドラ・ジョン　（通訳：鎌野善三）

祈　　祷	　

報　　告	　運営事務局		

聖書講解　　開場：各日とも午前８時 30 分

９



説教：村上宣道	 司会：河村従彦

			   賛美リード：長澤崇史　グローイングアップ

			   奏楽：○○	

ﾌﾟﾚﾌﾟﾚｲｽﾞ

開　　会　

ﾌﾟﾚｲｽﾞﾀｲﾑ	 　　

開会祈祷	 　　司会者

挨　　拶	 　　三浦光世

証　　し	 　　木藤幸彦

特別賛美	 　　「曲　名」　北海道合同聖歌隊

会衆賛美	 　　○○番

聖書朗読	 　　聖書箇所

説　　教	 　　「　　　　　」　

感　　謝	 　　奨励と祈祷　誰？

会衆賛美	 　　曲？

報　　告	 　　運営事務局

	

	

 

説教：米内宏明	 司会：石田敏則

			   賛美リード：長澤崇史　グローイングアップ

			   奏楽：○○		

ﾌﾟﾚﾌﾟﾚｲｽﾞ	

開会祈祷	 　　司会者

紙芝居	 　　クラーク物語	

宣教師紹介	 　　紹介者は？	

会衆賛美	 　　○○番

聖書朗読	 　　ピリピ人への手紙１章３〜６節

説　　教	 　　「未来を見据えるチャレンジ」

会衆賛美	 　　○○番

感　　謝	 　　奨励と祈祷　誰？

特別賛美	 　　内藤洋子

報　　告	 　　運営事務局

聖 会　２２日（火）　開場：午後 4時 30 分

宣教大会　２３日（水）　開場：午後 4時 30 分
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説教　原田憲夫	 司会：松下和弘

			   奏楽：？	

会衆賛美	 　　おおみ神を　誉めまつれ

開会祈祷	 　　司会者

宣言文採択	 　　岡山英雄

会衆賛美	 　　２２９番

聖書朗読	 　　ヨハネの福音書１５章１，２節

		  　　イザヤ書５５章９〜１３節

説　　教	 　　「キリストのいのちあふれる美しい神の森を育てよう」 　

聖 餐 式	 　　司式：中島秀一

頌　　栄	 　　聖歌３８３

祝　　祷	 　　中島秀一 

報　　告	 　　運営事務局

エンディングセレモニー　２４日（木）　聖書講解（Ⅲ）に続けて

青年大会について

　シンポジウムの一つとして「青年大会」が開催されます。オープン集会ですので、どなた

でも参加いただけます。

　○ 日　時：９月２３日（木）　午後 2：00 〜 4：00 （開場 1:30）

　○ 開　場：メイン会場　大ホール

　○ 講　師：安藤理恵子　　賛美ゲスト 内藤容子

　○ テーマ：「キリストにあって大志を抱け」　

　　※席上献金があります

子ども集会について

　２日目の聖会の時間に平行して「子ども集会」を開催いたします。オープン集会ですので、

どなたでも参加いただけます。

　○ 日　時 ：９月２２日（火）　午後 5：00 〜 7：00 （午後 5:00 受付開始）

　○ 会　場 ：メイン会場　中ホール

　○ 対　象： 小学生。小学生未満のお子さまは保護者の同伴により参加いただけます。

お子さまをお預かりする際に緊急連絡先（携帯番号）を伺わせていただきます。従いまして子ども

集会受付の際は、保護者同伴でお願いいたします。

　※ 開催協力：ＭＥＢＩＧ
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１．会場について

・会場は、メイン会場となる札幌コンベンショ

ンセンター（以下メイン会場と呼ぶ）と、第

二会場となる札幌市産業振興センター（以下

第二会場と呼ぶ）の２会場で開催いたします。

・会議場内は、オープン集会以外は参加登録証

がないと入室できません。期間中は必ず参加

登録証が見えるよう首からお下げください。

参加登録証はお弁当の引換券にもなっていま

すので、紛失しないように気をつけてくださ

い。もし紛失された場合は、総合受付にご相

談ください。

・全体集会の開場時間は、各集会の 30 分前です。

時間前に入室することはできません。

・会場の開門時間は午前 8時 30 分です。

２．受付について

・受付場所は、メイン会場（札幌コンベンショ

ンセンター）のエントランスホールです。２

日目以降はメイン会場のエントランスホール

の総合受付にて受付いたします。

・事前に登録された方は必ず「出席確認表（記

念品引換券）」を持って受付を済ませてくださ

い。受付では、参加登録証と記念品をお渡し

いたします。

・記念品のバッグは、統一デザインですのでご

自分のバッグには、お配りするネームタッグ

に名前を書いて見えるところにお着けくださ

い。

３．資料について

・当日は現地にて資料（冊子）を配布すること

はいたしません。予めお送りしたＣＤ資料か

ら必要な部分をプリントアウトしてご持参く

ださい。

４．食事について

＜夕食＞

・夕食の用意はございません。各自でお取りく

ださい。

・今回夜の集会はすべて午後７時に終了いたし

ます。集会後に札幌の町に出て北海道のおい

しい料理をご堪能ください。

＜昼食＞

・登録された方には全員昼食のお弁当が用意さ

れています。

・22 日と 23 日のお弁当の配布場所は、交わり

の会場（p.7 参照）によって異なります。

  �メイン会場の方 → コンベンションセンター

                      のエントランスホール

  �第二会場の方　 → 産業振興棟

                      ２Ｆラウンジ

・ 最終日 (24 日 ) はメイン会場のエントランス

ホールにて配布いたします。

・お弁当は、参加登録証を確認してお渡しいた

します。他の方のお弁当をお持ちになる際は

必ずその方の参加登録証を持参ください。

５．医務室について

・医務室は、メイン会場の１Ｆ「主催者室２」

です。緊急の場合は事務局にご連絡ください。

（電話番号は「事務局について」p13 を参照）

６．祈祷室について

・期間中、祈祷室を設けます。どなたでもご利

用いただくことによって、第 5 回日本伝道会

議が神様の祝福をいただくことができます。

なお、次のガイドラインに沿ってご利用くだ

さい。

① 場所はメイン会場２Ｆの２０３号室です。

ご　案　内

12



② 利用時間

 � 21 日（月）

    午後 2時 30 分からプログラム終了時刻まで

 � 22 日（火）～ 24 日（木）

    午前 8時 30 分からプログラム終了時刻まで

③ 他の利用者がいらっしゃるときには、節度を

保ってお祈りください。また共に祈りをあわ

せていただくのも良いと思います。

④ なお、21 日（月）午後 4時から 4時 15 分と、

22 日（火）～ 24 日（木）午前 8 時 30 分から

8 時 45 分は、その日のプログラムのために心

を合わせて祈りたいと思いますので、ぜひご

参加ください。

７．録画・録音・写真について

・集会中の録画・録音・写真の撮影はご遠慮く

ださい。

・全体集会につきましては録音したものを販売

いたします。

８．パソコン利用について

・メイン会場では、無料で無線 LAN が利用でき

ますが、場所によっては繋がりにくいところ

がありますのでご了承ください。

・メイン会場の PC サービスルームは、基本的に

事務局が使用いたします。ご使用になりたい

場合は、事務局までお問い合わせください。

・第二会場の２Ｆ情報ラウンジでは、無線 LAN

が設置されていますが利用できません。

　※札幌市民は事前登録すれば使用可能です。

・会場では電源が限られていますので、宿泊施

設にて充電してください。

・プリントアウトは、事務局にて有料でサービ

スいたします。

９．荷物について

・貴重品（現金、パソコン、カメラ等）は必ず

身近にお持ちください。また、ご自分の持ち

物には名前をご記入ください。

・ 初日 21 日と最終日 24 日は、メイン会場の中

ホールが荷物置き場としてご利用いただけま

す。但し貴重品は各自でお持ちください。な

お集会中は施錠するため入室できなくなりま

すのでご注意ください。

・宅配便は、最終日 24 日の○時〜○時にメイン

会場のエントランスホールにでご利用いただ

けます。

10．生活面について

・札幌の９月の平均気温は 17 〜 18 度です。朝

夕は肌寒くなりますので羽織物をお持ちくだ

さい。

・９月の札幌は降水量が多い時期ですので傘を

お持ちになるとよいでしょう。

・体調管理については十分にご注意ください。

　

■新型インフルエンザについて

　　新型インフルエンザは通常並の弱毒性で、

それほど危険なものではないという意見もあ

ります。しかし慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、

糖尿病等の持病のある方、また妊婦、幼児、

高齢者は重篤化するリスクが高いと見られ、

国内でも死者が確認されています。新型イン

フルエンザの流行は拡大傾向にありますので、

体調の管理には十分ご注意くださるようお願

いいたします。また以下に当てはまる方は、

伝道会議への参加をお控えくださるようお願

いいたします。

① 本人に感染の疑いがある場合。家族や身近

に接する方に感染者がおられる場合。

② 発熱、頭痛、咳、のどの痛み、下痢、嘔吐、

倦怠感などの症状が見られた場合。
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11．その他

① 通訳について

・全体集会では、英語、韓国語の同時通訳を行っ

ています。受付にてレシーバーを貸し出して

いますので必要な方はお持ちください。

・レシーバーは持ち出し禁止ですので、会場を

離れる時は必ずお戻しください。

② お体の不自由な方へ

・車椅子：会場内はバリアフリーになっていま

す。車椅子で全体集会に出席される際は、大

ホールの○○にスペースを用意しております

のでご利用ください。

・手話通訳：全体集会では、手話通訳を大ホー

ルの○○付近で行います。

・全体集会では、日本語放送をイヤホンでお聞

きいただくこともできます。受付にてレシー

バーを貸出していますのでご利用ください。

③ お子さまについて

・すべての集会において、お子さまは保護者同

伴で会議場に入ることができます。

・22 日（火）の夜は、聖会と平行して子どもプ

ログラムを開催いたします。（p.11 参照）　　

午後 5 時になりましたらメイン会場の中ホー

ルにお子さまをお連れください。

・授乳室はメイン会場の１Fにあります。

12．禁止事項

・チラシ配布。 ＊配布は、展示ブース出展者の

みブース内にて可能です。

・宣伝活動（無許可の）、勧誘行為、組織への加入、

教会への勧誘等。

・会議（全体集会、プロジェクト、分科会、シ

ンポジウム等）での逸脱した発言や進行を妨

げる行為。

13．事務局について　

・事務局は、メイン会場（コンベンションセンター）

1F 総合受付横に設置しています。

【連絡先】　

 16 日以前 ０３ー３２９５ー７３２１

 16 日以降 ０９０ー６５７５ー３６２２

 　* 携帯電話はソフトバンクテレコム株式会社様より

    ご提供いただいております。

ＪＢＳ

（広告）
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第二会場見取り図

◆技能訓練棟（奥の棟）

１階

３階

団体事務室
　　　 セミナールーム　

実習室
　　　　　　　　　   　❾

実習室

↓  産業振興センターへ

（セミナールーム ❶〜❽） 

❹

❶ ❷ ❸

❺ ❻ ❼

❽
＊産業振興センターへの移動は

　2階渡り廊下を利用

※２階は使いません

17

◆産業振興棟（手前の棟）

１階

２階

情報プラザ
産業情報スクエア

事務室

入口

↑ 技能訓練棟へ

編集業務室
　　　      セミナールーム　セミナールーム　

　　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　 Ｂ

セミナールーム

Ｃ

システム

業務室

セミナールームＤ

（ＯＡ対応）お弁当
受取場所

↑  技能訓練棟へ

団体事務室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会議室　　　　



アクセス地図

■新千歳空港より（約 60 分）

新千歳空港より新札幌駅までＪＲを利用、

ＪＲ新札幌駅で下車し、地下鉄新札幌駅よ

り東西線に乗り換え、東札幌駅で下車。

■地下鉄札幌駅より（約 23 分）

南北線に乗り、大通駅で下車し東西線に乗

換え東札幌駅で下車。

■駐車場

時間 8:00 〜 23:00

料金：普通自動車 最初の 2時間 200 円

　　　以降 30 分につき 100 円

■東札幌駅より (徒歩約 8分）

1 番出口を出て右へ進み、2 つ目の信号を右折（北海道エナジティックの駐車場が目印）

そのまま道なりに真直ぐ進むと前方にコンベンションセンターの正面が見えます。

■ 会 場 周 辺 案 内 図
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展示ブース出展団体

 1　日本アールビーシーミニストリーズ

 2　お茶の水聖書学院

 3　福音讃美歌協会

 4　東京基督教大学

 5　聖書を読む会

 6　北海道聖書学院

 7　株式会社　アド・ビューロー岩泉

 8　いのちのことば社　ライフセンター札幌書店

 9　真理のみことば伝道協会

10　財団法人　太平洋放送協会

11　日本クリスチャンキャンプ協議会

12　日本ウィクリフ聖書翻訳協会

13　日本国際飢餓対策機構

14　小さないのちを守る会

15　hi-b.a.

16　SIM 日本委員会

17　アジアンアクセス　JCGI ネットワーク

18　東京ミッション研究所

19　いのちありがとう

20　ファミリー・フォーラム・ジャパン

21　クリエーション・リサーチ・ジャパン（CRJ）

22　日本キャンパスクルセードフォークライスト

23　三浦綾子読書会

24　学座・とうごまの葉の下

25　キリスト者学生会

26　グアム福音教会

27　日本 CGNTV

28　札幌キリスト福音館付属 

    札幌インターナショナル・クリスチャンスクール

29　在欧日本人宣教会

30　教会教育推進会

31　聖書宣教会

32　日本福音同盟（JEA）

33　聖書考古学資料館

34　OMF インターナショナル日本委員会

35　理想科学工業 株式会社

36　LMI 世界宣教会

37　社会福祉法人　キングス・ガーデン埼玉

38　三浦綾子記念文学館

39　株式会社 メルシー

40　リバイバル新聞社

41　B.F.P. Japan

42　Book of Hope

43　株式会社　ラシュラン

44　財団法人　日本聖書協会

45　チア・にっぽん

46　JESUS FAMILY( みどり野キリスト教会 )

47　株式会社　Duranno Japan

48　アジア・アウトリーチ・ジャパン

49　ディアスポラ宣教協力プロジェクト

50　聖書同盟

51　ＣＬＣ札幌書店

52　新生宣教団

53　ワード オブ ライフ ジャパン

54　恵友書房

55　日本ＣＥＦ

56　アシュラム・センター（宗）

57　Awana ジャパン

協力企業一覧

理想科学工業株式会社

ＣＧＮＴＶ

コスミックコーポレーション

近畿日本ツーリスト

ソフトバンクテレコム株式会社

（登録順）
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いのちのことば社

（広告）

クリエイション

リサーチ

ジャパン

（広告）

近畿日本ツーリスト

（広告）

マリアクリニック

（広告）



北海道聖書学院

（広告）

ＯＢＩ

（広告）

ＬＭＩ

（広告）

ＰＢＡ

（広告）

ＢＦＰ

（広告）

福音賛美歌協会

（広告）

ムラサキ

スポーツ

（広告）

コスミック

（広告）



山崎製パン
（広告）



◆ プ ロ グ ラ ム ◆

１日目 ２日目 ３日目 ４日目

９月２１日（月） ９月２２日（月） ９月２３日（月） ９月２４日（月）

8:30 開 場 8:30 開 場 8:30 開 場

9:00

|

10:00

聖 書 講 解（Ⅰ）

ナレンドラ・ジョン

(通訳：鎌野善三 )

9:00

|

10:00

聖 書 講 解（Ⅱ）

ナレンドラ・ジョン

(通訳：鎌野善三 )

9:00

|

10:00

聖 書 講 解（Ⅲ）

ナレンドラ・ジョン

(通訳：鎌野善三 )

休　憩 休　憩

10:00

|

12:00

エンディング

宣言文採択

説教：原田憲夫

聖餐式

 司式：中島秀一

10:15

|

12:00

プロジェクト（Ⅰ）
10:15

|

12:00

プロジェクト（Ⅱ）

12:00

|

14:00

昼食・交わり

（地域別）

12:00

|

14:00

昼食・交わり

（世代別）

　　

　　解　散　　

14:00

|

16:30

受　付

休　憩 休　憩

14:30

|

16:30

シンポジウム

分科会

14:30

|

16:30

(  青年大会 14:00-)

シンポジウム

分科会

16:30

|

19:00

(16:00 開場）

オープニング

○歓迎の時

よさこいソーラン

北海道の歴史

○主題講演

山口陽一　

竿代照夫

休　憩 休　憩

17:00

|

19:00

(16:30 開場）

聖　会

証し：木藤幸彦

説教：村上宣道

＊子ども集会

  17:00-19:00

17:00

|

19:00

(16:30 開場）

宣教大会

説教：米内宏明

※

※ ※

※オープン集会


